
研修報告書
	所　　属　　青南病院　　　　　　　職　種　　医師　　　　　氏　名　　馬渡　晃弘

	期　　間　　平成30年10月11日　～　平成30年10月12日

	出張目的　　第26回日本精神科救急学会学術総会参加のため

	出 張 先　　ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


上記学会に参加してきたので、これについて報告する。

会場は広く数か所でさまざまな内容の講演や発表が行われており、その中で自分の興味のあったものを選んで聴講することができた。

救急対応が必要な場面として自身の経験上では、著明な幻覚妄想状態や精神運動興奮を呈した統合失調症急性期を診る場面が比較的多いように思う。その場合における他院での初期対応の実際や長期予後を考慮した薬物療法などについて話を聞くことができ、自身の知識を深めることができた。そのほか認知症における精神科救急の現状についてのシンポジウムも聴講し大変参考になった。特に高齢化や増加する認知症患者数を反映して今後認知症患者への救急対応が求められるケースが増えてくるものと予想されるため、自分がそういった場面に遭遇した際には適切な対応を心掛けたい。
またそのほか学会で学んだことを今後の診療に活用していくとともに、さらなる診療技術の向上や知識の充足に努めていく所存である。
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